関西現代音楽交流協会（ＫＭＭA）
第43回現代音楽作品の夕べ
2012年5月27日（日）16:30　開演（16:00開場）トントレフ・ヒコ
主催：関西現代音楽交流協会(KMMA)　後援：大阪音楽大学　大阪音楽大学同窓会≪幸楽会≫　大阪成蹊大学　大阪成蹊短期大学　京都教育大学　協力：トントレフ・ヒコ
ご挨拶

1990年ころには世界の約14パーセントを占めていた日本の国民総生産（GDP）が、現在７パーセント程度までに漸減したことに加え「リーマンショック」や「東日本大震災」。これらのことは、もちろん音楽に関わる者にも深刻な影響を与えています。昨年から今年にかけて報道された、音楽之友社の退職金不払い問題、大阪のオーケストラへの交付金打ち切り、ザ・シンフォニーホールの売却といった出来事が示すように、音楽界そのものもこれまで経験したことのない不況の真っ只中にあります。
音楽そのものに魅力がなくなったわけではないことは、若者に限らず多くの人々がイヤホンで常時音楽を楽しみ、街中には音楽が溢れていることからも明らかです。それにも関わらず演奏会には聴衆が集まらず、結果としてなかなか音楽家までお金が届かないという仕組みが構造としてできあがっています。
　クラシックの演奏会では以前より（ほんの一握りを除き）何らかの助成なしで黒字になることはありませんでした。「賛同し助成しない自治体・企業は文化を理解していない」と非難すること自体は間違った主張ではないのかもしれませんが、音楽家が「上から目線」で世の中を見降ろしているように感じられてなりません。かつて「現代音楽が理解されないのは理解できない聴衆に非がある」という論がしばしば語られていました。現代音楽は聴衆の共感を得るための努力を怠ったそのような姿勢によって、ほんとうに優れた作品であっても多くの聴衆の気持ちから遊離してしまったのかもしれません。　　
このような苦難の下、経済的にも極めて厳しい状況にあったにも関わらず、私たちはこれまで40余回の演奏会を開催してきました。このように続けることができたのは、音楽を多くの方に直接聴いていただきたいと願い、そのために最大限の努力を重ねることこそ、音楽を生業とする者の本能的な営みであるからです。
これからも私たちは常日頃の研鑽のもと、多くの方々に共感や楽しみを持っていただけるよう、高品質な作品・演奏による格調ある演奏会を続けたいと願っています。今回も幅広い年齢層や多様な経歴の会員による、多彩な作品・演奏をお楽しみいただけると思います。皆さまに聴いていただくことが、私たちにとって何よりの励みとなります。どうぞこれからも私たちの演奏会にお越しくださり、応援してくださいますようお願いいたします。
　関西現代音楽交流協会委員長　　大澤 弘之
プログラム

内藤　正彦　作曲
ノスタルジア
ピアノ：村上優
大澤弘之　作曲
　～福井昭子の詩による歌曲～『海の夕日を』『六月の雨と』

岡田 正昭  作曲
～雪に舞い、花に舞う～　『雪のなか』作詞：武鹿悦子『花舞い』作詞：岩原陽子
ソプラノ：吉田 憲子　ピアノ：堀田久美

近藤 浩平　作曲

海辺の祈り～震災と原子炉の犠牲者への追悼～　作品121

海辺の雪～震災と津波の犠牲者への追悼～　作品122

　　ピアノ：関野那津

田中 邦彦　作曲

「単一楽章によるソナタ」〜フルートとピアノのための〜

　　フルート：大升良美　ピアノ：園田文子
＝休憩＝
雄臣　作曲
組曲：アンゴ愛加那　“AIKANA”
　ソプラノ：片山賀子　　ピアノ：和田宏一
武満 徹　作曲

閉じた眼Ⅰ～瀧口修造の追憶に～

　　ピアノ：中田百合子
梶山 拓也　作曲
　ヴァイオリン・ソナタ(琉維に捧ぐ)

　　ヴァイオリン：石井聡子　ピアノ：関野那津

湯浅 譲二　作曲
クラリネット　ソリテュード

　　クラリネット：古賀喜比古

ルイス・デ・パブロ　作曲

　PARDON

　　クラリネット：古賀喜比古　トロンボーン：竹本裕一
演奏会終了後、小レセプションがございます。
曲目解説　／　プロフィール
作曲：内藤 正彦　NAITO  Masahiko
ノスタルジア
ノスタルジアとは、一般に異国にいて、離れた故郷を懐かしむ気持ち・郷愁・望郷心と訳されますが、元々は、2つのギリシャ語（「nostos」：帰郷、と「algos」：痛苦）を基にして造られた合成語です。「帰郷したいという願い」が、裏面に必ず「痛苦」を伴っており、それを切り離すことができない事は、私に多くのことを考えさせ、この曲の冒頭の主題を造り出す原動力となりました。楽曲は、主題に含まれる2つの3音からなる動機（e-a-d 及び e-h-a)を基に構成され、前半では動機（e-a-d）が核となり、主題再現から後は、動機（e-h-a）とその変形が核となっています。
＜作曲：内藤 正彦（ないとう　まさひこ）＞
大阪音楽大学短期大学部専攻科作曲専攻卒業。作曲を田中邦彦、景山伸夫、藤島昌壽氏に師事。平成二十二年度関西現代音楽交流協会作曲賞受賞。 関西現代音楽交流協会会員。
＜ピアノ：村上 優（むらかみ　ゆう）＞

大阪教育大学芸術専攻音楽コース卒業後、ハンガリー国立リスト音楽院留学。2005年イタリアバルレッタ市国際コンクール第1位、ムジカ・アジア特別賞（アジア人最優秀賞）、バルレッタ市特別賞受賞。ハンガリー、ドイツ、インドネシアを始め、広く国内外において演奏活動を行う。畿央大学非常勤講師、大阪府立池田北高校非常勤講師、京都音楽院講師、日本クラシック音楽コンクール審査員。ピアノをS.ファルヴァイ、I.グヤーシュ、志賀美津夫、福原千織、島川香織の各氏、室内楽をA.バンレヴィー、デュオハヤシ、久合田緑の各氏に師事
作曲：大澤 弘之　OSAWA  Hiroyuki
　
～福井昭子の詩による歌曲～
『海の夕日を』
『六月の雨と』

作曲：岡田 正昭  OKADA  Masaaki
～雪に舞い、花に舞う～

『雪のなか』作詞：武鹿悦子

『花舞い』作詞：岩原陽子

（演奏者より）

【海の夕日を】　
　この曲を聴いた時、心の奥が何とも言えず切ないけれど、どこか優しい気持ちになりました。寄せては返す波の流れていく旋律に、最後の力を振り絞る太陽のエネルギー。

明日への希望を持って歌いたいと思います。

【六月の雨と】

　毎日の生活に追われている中、ふと自分自身を見つめる。いつもは暗い気分になってしまう雨に心が落ち着き、色が変わっていく、あじさいの花に心が癒される。

優しい気持ちを表現できたらと思います。

【雪のなか】

無音の中、ただ雪が降る状況が目に浮かぶ。迷いや不安で立ち止まってしまうが、全て雪が覆い隠していく。新たなことの始まりが感じられます。

【花舞い】

「散る」という寂しさと儚さの中で、夜空に舞う花びらは、優雅で華やかさもある。夜空の紺色の中に、桜色が重なる幻想的なイメージを伝えられたらと思います。

（作曲者より）

福井昭子さんの詩は、目に映る情景を自身の心模様に置き換えて詠ったものが多く、しばしば「音楽に置き換えたい」と感じます。今回の２編は彼女が所属する詩会「ポエムの森」の同人誌より選びました。

「海の夕日を」の秋、「六月の雨と」の初夏、それらに岡田氏の作品「雪の中」の冬、「花舞い」の春、これらを合わせると、図らずも四季の全てが揃っていることを伴奏者の堀田さんに教えていただきました。それぞれの季節の光景を思い浮かべながら聴いていただくと、より楽しんでいただけるのかもしれません。（大澤）
雪と桜で―舞う―を表現しています。古来より雪、桜は日本人の感性と深く結びついています。地面に落ちるまでの瞬間の時間の中に、人生と世の無常を重ね合わせ「舞い」と表現することによって一層 その思いを深める。地面―この世―に落ちるまではつかの間であっても、かえって一層それは永遠なものであり続ける。このことが日本の美意識の象徴として位置づけられる。
[雪の舞い 花の舞い 舞うは人の世 神のしし舞う」（岡田)
　演奏してくださる吉田憲子さん、堀田久美さんに感謝します。
＜作曲：大澤 弘之（おおさわ　ひろゆき）＞　

大阪音楽大学大学院作曲専攻修了。1989～90年国際交流基金によりフライブルク、2002～03年文部科学省在外研修員としてベルリン、ローマにて研修。華頂女子高校音楽科、大阪音楽大学附属音楽学園非常勤講師などを経て、現在京都教育大学教授、大阪音楽大学および立命館大学非常勤講師。茨木市文化振興財団理事。関西現代音楽交流協会役員。茨木新作音楽展、21世紀創作歌曲の会「まほろば」会員。

＜作曲：岡田 正昭 （おかだ　まさあき）＞
大阪音楽大学大学院作曲専攻修了。平井康三郎、近藤圭両氏に師事。詩と音楽の会、日本作曲家協議会、東京国際芸術協会等 会員。音楽之友社より「岡田正昭歌曲集」出版他 合唱曲出版。三木露風賞、TIAA全日本作曲家コンクール、牧野由多可作曲コンクール等入賞。現在、大阪音楽大学作曲講師。

＜ソプラノ：吉田 憲子（よしだ　のりこ）＞

大阪音楽大学音楽学部声楽学科卒業。第11回、第12回たそがれコンサート、2002、2005年邦洋クロスオーバーコンサート、第35回現代音楽作品の夕べ、TIAA全日本作曲家コンクール入賞者披露演奏会、その他、チャリティーコンサートや各種演奏会に出演。

第12回長江杯国際音楽コンクール入選。

第12回万里の長城杯国際音楽コンクール奨励賞受賞。

福島慶子氏に師事。現在、関西現代音楽交流協会会員。
＜ピアノ：堀田 久美（ほりた　くみ）＞ 

大阪信愛女学院高等学校、大阪音楽大学ピアノ専攻卒業。好川富子、須上直子、福島久仁子、八田惇の各氏に師事。在学中よりピアノ指導を始め、導入期からのピアノ指導法、演奏法の研究に継続的に取り組んでいる。大学卒業と同時に守口市少年少女合唱団ピアノ伴奏者を務め、これまでにカナダ・アメリカ・オーストラリア公演の他、東京ディズニーランド・中四国・九州地方にいたるまで、国内外の多数の演奏会に出演。演奏活動としては、合唱・声楽・フルートなどの伴奏のほか、ソロおよびピアノアンサンブルを行っている。現在、自宅教室にてピアノ指導、大阪市民交流センターピアノ講座講師、大阪市生涯学習ルームコーラスピアノ伴奏者、(社)全日本ピアノ指導者協会大阪支部事業企画委員、関西現代音楽交流協会役員。

作曲：近藤　浩平　KONDO　Kohei
海辺の祈り～震災と原子炉の犠牲者への追悼～　作品121

海辺の雪～震災と津波の犠牲者への追悼～　作品122

「海辺の祈り」は、ノルウェイのスタヴァンゲル交響楽団元首席バスーン奏者のロバート・ロネス氏の依頼で無伴奏バスーン独奏の為に書かれ2011年4月にWebで演奏が公開された。その後、ポーランドのビシュクーフ室内楽音楽祭においてヴロツワフ歌劇場管弦楽団のダリウス・ベーター氏によってステージ初演され、6月にはヴロツワフ歌劇場における国際ワーグナー協会国際会議代表者会議で再演された。その後、様々な楽器の為の編曲版も国内外で演奏されている。左手のピアノ版は智内威雄氏のレパートリーとして日本各地で再演され、NHKラジオ深夜便でも放送された。この曲には、福島県浜通りの民謡、相馬土搗唄に特徴的な4つの音の下降を変形してしのばせてある。東日本の海辺の民謡の特徴をしのびこませることで、福島県相馬地方、東北の海辺の生活感情へのつながりをもたせようとした。
「海辺の雪～震災と津波の犠牲者への追悼作品122」は、智内威雄氏の委嘱により左手の為のピアノ独奏曲として書かれ、被災地の茨城県鹿嶋市にて初演され日本各地で再演を重ねている。

＜作曲：近藤 浩平（こんどう　こうへい）＞

関西学院大学文学部美学科にて音楽学を学ぶ。作曲は独学。2010年ベルリン・ドイツ・オペラ＜Klang der Welt Ostasien（世界の音・東アジア）＞作曲コンクール第2位（室内楽）。2006年にはピアノ協奏曲が福村麻矢氏の独奏、パオロ・フェッラーラ氏指揮の関西フィルによって初演された。野村誠氏の委嘱による鍵盤ハーモニカの為の作品などもある。日本作曲家協議会会員、日本現代音楽協会会員。兵庫県宝塚市在住。山や自然に関わる作品が多い。Webサイトで楽譜PDFを公開している。http://koheikondo.com
＜ピアノ： 関野 那津（せきの　なつ）＞

近年ヨーロッパから日本へ拠点を移し、演奏活動と共に音楽教育の後進の指導に積極的に取り組んでいる。幼少時より桐朋の教育で育ち、同高等学校音楽科、同大学音楽学部、研究科を経てミュンヘン音楽大学大学院マイスターコースで研鑽を積み、ウィーン国際ピアニストアカデミーで最優秀ピアニストに選出されハイドン賞受賞。ウィーンの国際ピアニスト協会からの招待によりウィーン市内でソロリサイタル。桐朋学園大学附属子供のための音楽教室京都教室ピアノ科講師。
作曲：田中 邦彦　TANAKA  Kunihiko
「単一楽章によるソナタ」〜フルートとピアノのための〜
浅い眠りの中で微かに聞こえているDoとReの2音が戯れあって、その周辺の音を呼び寄せながら、それは音の蕾になり、やがてそこに、音楽的感興が生まれてくる。しかし目覚めるとそこには何もなく、空白な漠然とした意識の中で確かなものを得ようと消えてしまった音たちを探している。

ドイツ時代のデットモルトで体験した、初夏のさわやかな空気や林を過ぎていく心地よい風の足音など、その記憶にまでは辿り着けるのだが、それ以上はどうにもならない。ただ懐かしさだけが漂っている。

ソナタ主要楽章形式に必要な全ての音楽材料は、この2音の遊びの延長線上にできた素材で構成され、それらは相互に楽曲を安定させる役割は果たしているが、それ以上の意味は持たない。提示部に対して展開部と特に再現部では多くの部分が省略され極端に短く変容されている。（2006年の初演時のプログラムより）
＜作曲:田中 邦彦（たなか　くにひこ）＞
ドイツ国立デットモルト音楽大学及びスイス州立チューリッヒ音楽大学卒業。作曲を高田三郎、ルドルフ・ケルターボーンの各氏に、ピアノをF.W.シュヌーア氏に、指揮をA.ヴァーグナー氏に師事。関西現代音楽交流協会相談役。訳著に『作曲と演奏のための対位法』『演奏のための音楽通論』『演奏のための和声法入門』『ピアノ現代曲の演奏法』等（何れもシンフォニア社刊）

＜フルート：大升 良美（おおます　よしみ）＞ 

愛知県立芸術大学音楽学部器楽科卒業。M.ラリュー、P.アランコ、C.ベンソン各氏のマスタークラス受講。フルートを保坂真弓、榎田雅祥、長山慶子、寺本義明、伊藤公一の各氏に師事。’09年第二回jfosフルートアンサンブルコンクールに於いて優秀賞受賞。平成23年度関西現代音楽交流協会演奏賞受賞。ランコントルフルートカルテット、ウィンドオーケストラエスペランサ各メンバー。2011年より関西現代音楽交流協会役員。
＜ピアノ：園田 文子（そのだ　ふみこ）＞

ドイツ国立フライブルグ音楽大学、大学院を最優秀賞受賞をもって修了。国際芸術連盟最優秀新人賞、ライオンズクラブ高槻基金受賞。Music Center N.Y国際ピアノコンクールに入賞。 カーネギーホール、国際ダルムシュタット音楽祭セミナー、独・仏大使館後援現代音楽展、びわこホ―ル、りゅ―とぴあでの演奏など幅広く活動中。渡邉康一郎、故ティボ―ル・ハザイ、アンドレイ・ラツシンスキ、リヒャルト・フランクの各氏に師事。

関西現代音楽交流協会演奏家会員。

作曲：雄臣　ojin　
組曲：アンゴ愛加那　“AIKANA”
この作品は（2011夏）奄美大島出身の知人からの要望を受け構想する物語の概要から
組曲として表題と別離１首目を作詞、島唄を挿入作曲したものである
　「愛加那は大島紬を織る女性で西郷の島女房（アンゴ）となり１男１女を育てるが...

美しい奄美の島に一人残され、成長した菊次郎が西南戦争の銃弾で足を撃たれ負傷、
回復して政府要人となった今、また何時この島を訪れてくれるのか待ちわびる日々、
機織りと野良仕事を終えふと見上げると、満天の星がきらめき波の音や海鳥の声に混じって
あの人と暮らした3年の日々が一気に蘇ってくる...

薩摩の本家に引き取られ離ればなれの子供たちの事が悲しみと涙を誘い、流れ星が北の空を過って行く」（行ってしまうのか、大事な愛する人よ。私のことは忘れて行ってしまうのか。行かないで欲しい。）
1)紬の島:西郷隆盛奄美大島へ遠島（潜居）
2)絆:西郷と愛加那（愛子）の出会い島での生活、菊次郎、菊草（菊子）生まれる(※奄美の子守唄の挿入)

3)別離の歌:薩摩の西郷本家に引き取られてゆく長男菊次郎（９才）との別れ
　(※短歌２首別添歌詞カード参照)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
4)菊次郎はゆく
　西郷菊次郎は西南戦争に参戦（１７才）負傷、その後外務省に入り米国公使館や本省で勤務転じて台北県支庁長、宜蘭庁長官、京都市長にもなった人物である（Wikipediaより）
＜作曲：雄臣 (をじん)＞
私の場合作曲は数学的思考から変容して和声、対位法、楽式等いわゆる論理的に始まっている、そのためかいくつかの習作を作曲したまま停止してしまった、その後永い時間の経過や実体験そしてIT（information technology ）の進化もあって呪縛から解放されたように作品が生まれた、音楽を感覚的な面からとらえて出発しておれば又違った展開があったように思えてならない。大阪万博にて現代音楽、日本のまつり、アジアのまつりほか音楽関連催し物制作担当。神戸女学院大学名誉教授　飯田正紀氏に師事。

雄臣作曲ルーム　http://3w.to/ojin/
＜ソプラノ：片山 賀子 (かたやま　のりこ)＞
大阪教育大学卒業。尚美学園ディプロマコース修了。修了時に特別奨励賞を受賞。
日本歌曲、ドイツ歌曲、フランス歌曲の演奏にて多くのコンサートに出演。オペラでは「コシ・ファン・トゥッテ」のデスピーナ、「メリー・ウィドウ」のシルビアーヌなどのコミカルな役を演じ好評を得た。また、新作歌曲や音楽劇の初演でも活躍。その様子はFM・HIにて紹介された。関西現代音楽交流協会、EIの会各会員。静岡県焼津市出身。
＜ピアノ：和田 宏一（わだ　ひろかず）＞
京都市立堀川高校音楽科ピアノ専攻、京都市立芸術大学音楽学部声楽専修卒業。
大阪芸術大学大学院博士前期課程(声楽)修了。ピアノを船岡陽子、大石潤の各氏に、
声楽を北村敏則、川井弘子、美山節子の各氏に師事。
2006年フランス音楽コンクール声楽部門第２位入賞。
京都フランス歌曲協会、Clé de Sol各会員。
現在、女声合唱団久御山ハーモニー、奈良さくらコーラス、滋賀アンサンブルひびき各指導、女声合唱団マ・ノン・トロッポ伴奏、奈良佐保短期大学非常勤講師。
作曲：武満 徹  TAKEMITSU　Toru

閉じた眼Ⅰ～瀧口修造の追憶に～
Les yeux colsⅠ ~In memory of  Shuzo Takiguchi~
『作曲という仕事は、無から有を形づくるというよりはむしろ、すでに世界に遍在す
る歌や声にならない嘯きを聴きだす行為なのではないかと考えている』
武満氏の作品を演奏するのはこれが初めてではありませんが、今回この「閉じた眼」
を演奏するにあたり、氏のこの言葉に出会い、彼の作品に対する自分の抱く印象、ま
たいかにそこへアプローチするかという道筋が、驚くほどぱっと開けたような気がし
ました。
私達は普段、五感を使って物事を認識していますが、その中でも視覚の影響力は強大
です。「目を奪われる」という表現があるのもそのためでしょう。社会に属して生きて
いる以上、外界を無視することはできません。しかし、個々の人間はその存在そのも
のがミクロコスモスであり、その内側には普遍的な世界、秩序があります。その小さ
な宇宙の声を聴こうとする時、外の世界を映す「眼」は、極端な言い方をすれば邪魔
になってしまいます。この曲は、オディロン・ルドンの絵画「閉じた眼」からイスピレーションを得て書かれたものですが、その印象を彼はこう言っています。
『閉じた眼 と謂う言葉が、私に 開かれた耳 という言葉を聯想させたのである』
音楽以前の無限の世界の音、声を聴くために眼を閉じる。それが宇宙と協同すること、
音楽とは心の奥底から滲み出た言葉にならない声であるということ…。氏がそう語り
かけてくるように感じます。
またこの作品は、瀧口修造氏へ追悼の意を込めて捧げられました。
＜ピアノ：中田 百合子（なかた　ゆりこ）＞
大阪音楽大学、フランス国立モンペリエ音楽院マスターコース、パリ・エコールノルマル音楽院修了。各新人演奏会に多数出演。第6回Grand prix national jeunes talents(仏)に於いて、審査員満場一致グランプリ獲得。同年、モンロン・レ・バン市にてリサイタル開催。第10回ロヴェーレ・ドーロ国際コンクール(伊)ピアノソリスト部門第４位。第８回フランス音楽コンクール優秀賞受賞。 '00年、手塚幸紀指揮オペラハウス管弦楽団、'06年、金洪才指揮アルカディア室内管弦楽団と協演。各地でソロリサイタルやジョイントコンサートに多数出演。アンサンブルにも情熱を注ぎ、伴奏・室内楽の分野でも精力的に活動。'12年12月、兵庫県立芸術文化センターにてピアノリサイタルを開催予定。
作曲：梶山 拓也　KAJIYAMA  Takuya 
ヴァイオリン・ソナタ(琉維に捧ぐ)

昨年の秋、手話の集いで重複の障害を持つ小3の男の子と出会い、その孫のような年の琉維(るい)と、たちまち友達になりました。琉維は人を疑うこと、試すこと、騙すことを知りません。我を張ること、欲張ることも知りません。会うたびに、優しさを貰うばかりです。きっと「神様の子」なのでしょう。(オナラはしますが・・・)聞こえず、話せず、音とは無縁に暮らす琉維ですが、音楽は大好きです。この出会いに感謝し、どうしても琉維に聴いてほしくて作りました。琉維の成長を見守る大人の一人であり続けたいと思います。出会いと云えば、今回のお若い演奏者、聡子さんのお母さまと、那津さんのご両親と私の四人は、高校の同級生です。この遠い出会いにも感謝しています。世の中、ええことだらけ・・・

1楽章　モデラート(ゆったりと)　ベタベタのニ長調コテコテのソナタ形式 10'30"
2楽章　ニンナナンナ(子守唄)　ト長調　カデンツァを含む3部形式 5'10"

＜作曲：梶山 拓也(かじやま　たくや)＞
大阪音楽大学作曲科に於いて、恩師田島亘氏の熱い指導を受ける。が、学業をおろそかにし、酒に溺れ、麻雀にうつつを抜かす怠惰な4年間を過ごす。現在、コンピュータを用い細々と音楽活動を続ける。KMMA、HORIZON会員。
＜ヴァイオリン：石井 聡子(いしい　さとこ)＞
相愛高校音楽科卒業、桐朋学園大学音楽学部卒業、同大学研究科修了。全日本学生音楽コンクール入選、第13回ベストプレーヤーズコンクール優秀賞(最高位)受賞、その他多数のコンクールにて入賞、入選。イタリア・ベルーノ音楽祭にてベルーノオーケストラとの共演をはじめ、これまでにウクライナ国立キエフ交響楽団、プレーヴェン交響楽団、ソフィアフィルハーモニー管弦楽団、関西フィルハーモニー管弦楽団、サンクトペテルブルグ・コングレスオーケストラ等国内外のオーケストラと多数共演。これまでに、鷲見健彰、曽我部千恵子、里屋千佳子の各氏に師事。
＜ピアノ：関野 那津(せきの　なつ)＞
P6参照
作曲：湯浅　譲二　YUASA  Joji
クラリネット　ソリテュード
　
この曲は１９８０年に作曲された曲です。この曲には重音奏法、トレモロ奏法、フラジオ奏法など、さまざまな特殊奏法があります。特に重音に関しては和声にもとづき進行しているのでとても演奏は困難をきわめます。クラリネットの多彩な表現が感じれる曲です。
作曲：ルイス・デ・パブロ  Luis de Pablo
　
PARDON
この曲はトロンボーンとクラリネットの為に書かれた曲で、演奏時間も２分程度と短い曲です。この曲はトロンボーンの持続音の中にクラリネットの旋律がまとわりつくように書かれています。楽譜に「クラリネットのベルをなるべく足に近づけて」や「ベルを解放して」などの書き込みがあり視覚的効果もあると思います。これは演奏者の勝手な主観ですがこのベルの動作がまさしく「Pardon]ではないかと思います。

　　
＜クラリネット：古賀 喜比古（こが　よしひこ）＞
ＥＳＡ音楽学院、ベルギー王立リエージュ音楽院クラリネット科修了。

現在、ＥＳＡ音楽学院,奈良県高円高校、各非常勤講師。

ウインドアンサンブルエスペランサメンバー。

関西現代音楽交流協会会員。

＜トロンボーン：竹本 裕一（たけもと　ゆういち）＞

ＥＳＡ音楽学院,フランス国立パリ地方音楽院卒業。

レオポール．ベラン音楽コンクールにて１等賞を受賞。

ブラスアンサンブル．ブリオン、ナタリス．トロンボーンカルテット、５１sheepの各メンバー。
【関西現代音楽交流協会について】

　関西現代音楽交流協会は現代音楽を志す人達の交流の環を広げ、その活動を活性化することにより音楽文化の普及と発展に寄与することを目的として１９８６年に設立されました。主に関西を音楽活動の中心とした者が会員となっており、現在その数は作曲会員・演奏会員合わせて約８０名です。これまで毎年春・秋に、作品発表と演奏活動の場である演奏会「現代音楽作品の夕べ」を、４０余回主催してきました。

公式ホームページ　http://kmma.web.fc2.com/

【会員募集】

　関西現代音楽交流協会では、現在作曲会員・演奏会員を募集しています。入会すると本会が主催する演奏会「現代音楽作品の夕べ」に出品・出展することができます。ご関心のある方は、本演奏会終了後のレセプションにて会員までお問い合わせください。
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